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事例7. 兵庫県加古川市(消防本部) お弁当宅配事業者との連携

7. 地域で活躍する団体や企業等との連携

●65歳以上の高齢者を対象に、見守りサービスとして、手渡しで弁当を宅配している高齢者向け弁当宅配
事業者と連携し、約1,300名の方々に対してお弁当と一緒に夏場は熱中症予防啓発チラシ、冬場はヒート
ショック予防啓発チラシ等を配布。

■工夫した点
取組の開始にあたり、市の社会福祉協議会が保有している弁当宅配事業者リストやwebサイトの検索によって該当する事業者を絞り込み、電話

で協力を依頼した。当初6事業者(のち7事業者)が参画し、約1,500人に対して配布した。
また、見守り活動であるため、連携する事業者は必ず手渡しで配達する事業者のみを選定している。

※令和4、5年度のヒアリングによる

(表) (裏)

・配達時に高齢者の体調を把握できる
▲配布チラシ
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